故 矢頭献一博士を悼む by 南川 幸
北 陸 の 植 物 第25巻 第4号 昭和53年3月
南川 幸 故矢頭献 一 博士を悼む
MINAMIKAWA, M. : Obituary of the Late Dr K. YATO 
元三重大学農学部教授矢頭献ー先生は本年(1978) 2 月 23 日逝去されました。 先生は1911
年， 矢頭潤二氏の長男として岐阜県恵那郡岩村町において誕生せられ， 後， 三重県津市に
















取計らわれ， わが国の自然保護の真の意義， 在り方を確立されましたが， それに対し東海
テレピより賞を受けられましたことなども先生の大なる功績を物語って居ります。
一方， 先生は幼少の頃より， 洗礼を受けられた信仰の厚い敬虔なお人柄で， 大学の同僚，
学生の間では， 「学問と信仰とが一致した立派な先生」 或いは 「教養が背広を浩て歩いて
いられる」などとしたわれ， 人々に大きな感化を与えて居られました。 1975年， 惜しまれ
つつ， 三重大学教授を定年退官されましたが， なお多くの子弟・研究者・一般同好者を心
易く指導され， それらの人々の尊敬を集めて居られますが， 先生の学風・研究は疑いもな
＜脈々と継承されて行くものと信じます。 （名古屋市立短期大学）
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